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Ⅰ 令和２年度一般会計決算概要  

 

令和２年度における当組合一般会計の決算は、前年度の決算と比べ歳出は３億

７，５７１万６千円の減であった。これは、前年度の消防広域化での初期投資に

よるものが主な理由である。  

歳出の主な内容としては、人件費が歳出額の７３．２％を占めた。投資的経費

では、普通建設事業費において消防車両更新等の事業を行ったが、前年度に対し

て４億２，２８７万３千円の減となった。これは、前年度の消防広域化による高

機能指令センター整備事業額が大きかったことによるものである。  

総務管理費では、岩沼消防署屋外照明改修工事及び亘理消防署山元分署雨漏り

修繕工事を行った。また、各署及び坂元基地局の設備として、非常用自家発電設

備保守点検契約を新たに締結し、庁舎施設の保全管理に努めた。  

葬祭業務では、亘理葬祭場の屋上等の防水工事並びに３号火葬炉の主燃焼炉セ

ラミック修繕改修工事を行い、火葬炉設備の保全管理に努めた。  

消防業務では、消防広域化車両更新計画により、岩沼消防署放水塔付き消防ポ

ンプ自動車、亘理消防署小型動力ポンプ付き水槽車及び亘理消防署資機材搬送車

を更新し、より効率的な消防体制のもと、地域住民の負託にこたえられるよう整

備を行った。  

 

１ 決算収支                       

令和２年度決算規模は、一般会計歳入歳出予算総額１３億３，４１３万７千円

に対し、歳入決算額１３億３，４４６万４千円（対前年度比７７．８％）、歳出

決算額１３億１，１４３万９千円（対前年度比７７．７％）、歳入歳出差引額は

２，３０２万５千円となった。 

実質収支は、歳入歳出差引額と同じ２，３０２万５千円となり、そのうち、地

方自治法第２３３条の２の規定により、２，２０２万４千円を財政調整基金へ積

み立て、１００万１千円を令和３年度に繰り越すこととした。 

（単位：千円） 
 

区 分 

 

 

歳入総額 

 

(A) 

 

歳出総額 

 

(B) 

 

歳入歳出 

差 引 額 

(A)－(B) 

(C) 

 

翌年度に繰り

越すべき財源 

(D) 

 

実質収支 

(C)－(D) 

(E) 

 

歳計剰余金

積立 

 

純繰越金 

 

 

令 和 ２ 年 度 1,334,464 1,311,439 23,025 0 23,025 22,024 1,001 

令 和 元 年 度 1,714,197 1,687,155 27,042 0 27,042 16,040 11,002 
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Ⅱ 令和２年度款別決算表 

１ 歳  入 

   （単位：円・％） 

科   目 予算現額 調 定 額 収 入 済 額 
不 納 

欠損額 

収 入 

未済額 

予 算 額 に 

対する収入 

増 減 額 

収 入 割 合（％） 

予算率 調定率 構成比 

1 分 担 金 
及び負担金 

1,134,516,000 1,134,516,040 1,134,516,040 0 0 40 100.0 100.0 85.0 

2 使 用 料 
及び手数料 2,357,000 2,538,400 2,538,400 0 0 181,400 107.7 100.0 0.2 

3 県支出金 14,681,000 14,707,976 14,707,976 0 0 26,976 100.2 100.0 1.1 

4 財産収入 2,000 2,326 2,326 0 0 326 116.3 100.0 0.0 

5 繰 入 金 15,530,000 15,530,000 15,530,000 0 0 0 100.0 100.0 1.2 

6 繰 越 金 11,001,000 11,001,708 11,001,708 0 0 708 100.0 100.0 0.8 

7 諸 収 入 1,850,000 1,967,656 1,967,656 0 0 117,656 106.4 100.0 0.1 

8 組 合 債 154,200,000 154,200,000 154,200,000 0 0 0 100.0 100.0 11.6 

合   計 1,334,137,000 1,334,464,106 1,334,464,106 0 0 327,106 100.0 100.0 100.0 

 

 

２ 歳  出 

      （単位：円・％） 

科    目 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 
執行割合

（％） 

構成比

（％） 

1 議 会 費 1,104,000 871,211 232,789 78.9 0.1 

2 総 務 費 91,216,000 89,023,616 2,192,384 97.6 6.8 

3 衛 生 費 52,021,000 49,837,066 2,183,934 95.8 3.8 

4 消 防 費 1,173,272,000 1,156,258,483 17,013,517 98.5 88.1 

5 公 債 費 15,524,000 15,449,047 74,953 99.5 1.2 

6 予 備 費 1,000,000 0 1,000,000 0.0 0.0 

合    計 1,334,137,000 1,311,439,423 22,697,577 98.3 100.0 
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Ⅲ 四半期ごとの収支及び予算執行状況 

１ 歳   入 

 （単位：円・％） 

区  分 
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期     間 
合   計  

予 算 額 1,328,338,000 1,366,208,000 1,366,208,000 1,334,137,000 1,334,137,000  

1 
分 担 金 

及び負担金 
565,568,520 281,665,000 311,768,520 0 △24,486,000 1,134,516,040 

2 
使 用 料 

及び手 数 料 
674,550 656,850 731,700 462,300 13,000 2,538,400 

3 県 支 出 金 0 162,724 0 438,262 14,106,990 14,707,976 

4 財 産 収 入 0 0 0 2,326 0 2,326 

5 繰 入 金 0 0 0 15,530,000 0 15,530,000 

6 繰 越 金 11,001,708 0 0 0 0 11,001,708 

7 諸 収 入 162,366 213,957 268,158 1,235,386 87,789 1,967,656 

8 組 合 債 0 0 0 75,400,000 78,800,000 154,200,000 

合   計 577,407,144 282,698,531 312,768,378 93,068,274 68,521,779 1,334,464,106 

歳入累計（A） 577,407,144 860,105,675 1,172,874,053 1,265,942,327 1,334,464,106   

予 算 に 対 する 
収入割合(％) 

43.5 63.0 85.8 94.9 100.0  

 

２ 歳   出 

（単位：円・％） 

 

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期    間 
合   計  

予 算 額 1,328,338,000 1,366,208,000 1,366,208,000 1,334,137,000 1,334,137,000  

1 議 会 費 0 273,000 367,600 191,000 39,611 871,211 

2 総 務 費 20,451,666 17,179,402 24,161,550 16,384,590 10,846,408 89,023,616 

3 衛 生 費 5,969,152 6,385,568 7,416,547 4,502,373 25,563,426 49,837,066 

4 消 防 費 288,801,624 186,830,213 278,450,493 194,238,597 207,937,556 1,156,258,483 

5 公 債 費 0 7,725,727 0 7,723,320 0 15,449,047 

6 予 備 費 0 0 0 0 0 0 

合   計 315,222,442 218,393,910 310,396,190 223,039,880 244,387,001 1,311,439,423 

歳出累 計（Ｂ） 315,222,442 533,616,352 844,012,542 1,067,052,422 1,311,439,423   

予 算 執 行 
割 合 （ ％ ） 

23.7 39.1 61.8 80.0 98.3  

公金現在高  
(Ａ) － (Ｂ) 

262,184,702 326,489,323 328,861,511 198,889,905 23,024,683   
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Ⅳ 性質別歳出内訳表 
（単位：千円・％） 

区  分 

令和２年度 令和元年度 

決 算 額 
構 成 比 

（％） 

前年比較 

増 減 額 

前年対比 

（％） 
決 算 額 

構 成 比 

（％） 

前年比較 

増 減 額 

前年対比 

（％） 

義務的経費 985,247 75.1 37,828 104.0 947,419 56.1 386,307 168.8 

  人 件 費 960,508 73.2 37,399 104.1 923,109 54.7 376,258 168.8 

  扶 助 費 9,290 0.7 440 105.0 8,850 0.5 3,870 177.7 

  公 債 費 15,449 1.2 △11 99.9 15,460 0.9 6,179 166.6 

投資的経費 170,610 13.0 △422,873 28.7 593,483 35.2 585,385 7328.8 

  
普通建設

事 業 費 
170,610 13.0 △422,873 28.7 593,483 35.2 585,385 7328.8 

  
うち補助 

事業費 
0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

  
うち単独 

事業費 
170,610 13.0 △422,873 28.7 593,483 35.2 585,385 7328.8 

その他の経費 155,582 11.9 9,329 106.4 146,253 8.7 △4,153 97.2 

  物 件 費 111,503 8.5 △16,759 86.9 128,262 7.6 △9,058 93.4 

  補助費等 10,616 0.8 456 104.5 10,160 0.6 2,800 138.0 

  積 立 金 3 0.0 △1 75.0 4 0.0 0 100.0 

  
維 持 

補 修 費 
33,460 2.6 25,633 427.5 7,827 0.5 2,105 136.8 

合  計 1,311,439 100.0 △375,716 77.7 1,687,155 100.0 967,539 234.5 

 

 

 

Ⅴ 地方債現在高調 

（単位：千円） 

  

区   分 
令 和 元 年 度 末  

現   在   高 

令 和 ２ 年 度  

借   入   額 

令 和 ２ 年 度  

償 還 元 金 額 
差引現在高 

組 合 債 647,560 154,200 15,432 786,328 

合    計 647,560 154,200 15,432 786,328 
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令和２年度 亘理地区行政事務組合一般会計決算額  

 

  

   

 

  

     

   

   

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

  

 

議会費 871 (0.1%)

総務費 89,024 (6.8%)

衛生費

49,837 

(3.8%)

消防費

1,156,258 

(88.1%)

公債費 15,449 (1.2%)

予備費 0 (0.0%)

【歳 出】

歳出決算額

1,311,439

（千円）

分担金及び負担金

1,134,516 (85.0%)使用料及び手数料

2,538 (0.2%)

財産収入 2 (0.0%)

繰入金 15,530 (1.2%)

繰越金 11,002 (0.8%)

諸収入 1,968 (0.1%)

県支出金 14,708 (1.1%)

組合債 154,200 (11.6%)

自主財源

1,165,556 

(87.3%)

依存財源

168,908 

(12.7%)

【歳 入】

歳入決算額

1,334,464

（千円）

亘理町(衛生費)

32,389 (2.9%)

山元町(衛生費)

16,462 (1.4%)

亘理町(消防費)

433,625 (38.4%)

山元町(消防費)

206,142 (18.2%)

岩沼市(消防費)

441,429 (39.1%)

衛生費分担金

48,851 

(4.3%)

消防費分担金

1,081,196 

(95.7%)

【分担金の割合】

構成市町

分担金

1,130,047

（千円）

人件費

960,508

(73.2%)

扶助費 9,290 (0.7%)

公債費 15,449 (1.2%)

普通建設事業費

170,610 (13.0%)

物件費 111,503 (8.5%)

補助費等 10,616 (0.8%)

積立金 3 (0.0%)

維持補修費 33,460 (2.6%)

義務的経費

985,247

(75.1%)

投資的経費

170,610

(13.0%)

その他の経費

155,582

(11.9%)

【性質別決算内訳】

歳出決算額

1,311,439

（千円）
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

Ⅵ 一般会計の状況 

 

 

 
（１） 定例会及び臨時会 

 議会の開催状況 
議 会 審 議 状 況 

管理者提出 議 員 提 出 

区 
 

 

分 

招

集

開

催 

会
期
延
日
数 

会
議
延
日
数 

審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 
審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 

定

例 
２ ２ ２ ５ ５         

臨

時 
２ ２ ２ ５ ５         

 

 

 

 

 

（１） 総務事業 

ア 職員の健康診査 

  職員の健康の保持増進を図った。 

健 診 名  受診者数  実 施 日  備考  

定期健診  

(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査） 

９８人 

（９３人） 

7 月 4，20 日 

9 月 17 日 

10 月 2，5，26，27 日 

 

 

人間ドック 

(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査） 

２９人 

（２２人） 
6 月 3，4，5，6，8，9 日 

共済組合  

助成事業  

脳ドック ５人 7 月 1，2，3，6，7 日 

腹部超音波検査  ２人 8 月 11 日 

 

  

 

 

 

 

 

２款 

総務費 

89,024 

 

１ 総務管理 

の状況 

88,944 

 

１款 

議会費 

871 

１ 議会の状況  

871 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

イ 職員研修 

質の高い行政サービスを提供するため、職員育成を目的とし

各種研修を１４人に受講させた。 

コロナ禍により、受講を予定していた多くの研修が中止と

なった。 

研 修 名 受講者数 場  所 備考 

条例・規則作成研修 １人 県市町村職員研修所  

一般職員研修Ⅰ ２人 〃  

監督者研修Ⅰ ２人 〃  

管理者研修Ⅰ ２人 〃  

タイムマネジメント研修 １人 〃  

クレーム対応研修 １人 〃  

ハラスメント防止指導研修 ２人 〃  

契約事務研修  １人 〃  

コミュニケーション研修  １人 〃  

ラインケア基礎研修 １人 大河原合同庁舎 管理監督者対象  

 

ウ 組合ホームページ 

 組合議会、行財政の状況並びに消防及び葬祭業務に関する情

報等について、インターネットの持つ広域性、即時性及び双方

向性を最大限に活用し、組合の最新情報を積極的に提供した。 

 

エ 職員メンタルヘルス講座 

 職員一人ひとりが、メンタルヘルスに対する知識を身に付け、

自分だけではなく、職員間における対応を理解し、心身良好な

職場環境を築くことを目的に、職員全員が参加するメンタルヘ

ルス講座を開催した。 

講  師：一般財団法人メンタルパイロテージジャパン 

     オフィスろごす 

開催日程 

【岩沼開催】令和２年９月１０日 

       ９時～１０時３０分 

【亘理開催】令和２年９月１５日 

       ９時～１０時３０分 

 

オ 給与計算事務委託事業 

  職員の月例給与、賞与等の給与計算事務を委託した。 

 

カ 財務書類作成業務委託事業 

 総務省より全ての地方公共団体において、統一的な基準によ

る地方公会計の整備が義務付けられたことから、前年度に引き

続き令和元年度決算時点での財務書類を作成し公表した。 

 

   キ 岩沼消防署屋外照明改修工事 

     岩沼消防署の屋外照明を LED に改修した。 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主な支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最少の経費で最大の効果を上げるように事務・事業が執り行われ

ているか、公正な視点で監査及び審査を行った。 

 ア 令和元年度亘理地区行政事務組合一般会計決算の審査 

 イ 令和２年度一般会計歳入歳出予算に関する事務の執行及び事

業の監査 

 

 

 

  

 （単位：円） 

給与計算事務委託料  ２，２８０，０８０ 

職員健康診断業務委託料  １，７５６，１００ 

複合印刷機賃借料（亘理） １，０６０，１２８ 

業務用ＰＣ及びプリンター賃借料   １，１５０，４５２ 

非常用自家発電設備保守点検業務委託料 ８１４，０００ 

岩沼消防署屋外照明改修工事 ７２３，８００ 

 

広域運営費  （単位：円） 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑ賃借料  ２，７２１，６００ 

財務書類作成支援業務委託料  １，６５０，０００ 

勤怠管理システム賃借料  １，４２２，９６０ 

複合印刷機賃借料（岩沼） １，０６０，１２８ 

財務会計システム使用料  １，００３，２００ 

区 分 一 般 監 査 決 算 審 査 そ の 他 

回   数 ２ １ ０ 

所要日数  ２ １ ０ 

２ 監査委員 

の状況 

80 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（１） 葬祭場の管理状況 

遺族及び利用者が心静かに故人の追悼ができるよう、環境及び設

備の整備等を行い施設保全に努めた。また、新型コロナウイルス感

染防止対策として火葬参列者の人数制限や換気の徹底などし、業務

を行った。 
   

葬祭場利用状況  （単位：件） 

区  分 R ２年度 R 元年度 増 減 

亘 理 町  ３４５ ３８１ △３６ 

山 元 町  １７３ １７１ ２ 

他 の市 町 ３７ ４０ △３ 

合  計 ５５５ ５９２ △３７ 

 

（２） 主な支出                 

                                          （単位：円） 

 

 

 

 

 

  

亘理葬祭場防水等改修工事  ２４，２３３，０００ 

燃料費（重油：火葬燃料） ２，１５５，０１０ 

３号炉維持修繕工事及び１・２号炉燃焼コーン

改修工事  
１，０５６，０００ 

３款 

衛生費 

４９，８３７ 

 

１ 葬祭場 

の状況 

４９，８３７ 

 



 

- 10 - 

 

 

 

 
項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 災害や事故の多様化及び大規模化、都市構造の複雑化、住民ニーズ

の多様化等の消防を取り巻く環境の変化に対応し、今まで以上住民が

安心して暮らせる地域づくりに署員一丸となり取り組んだ。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う感染防止対策や、岩

沼市大規模倉庫火災及び岩沼市下野郷タイヤ火災で使用した消防装

備資機材について、臨時的な整備を行った。 

 また、広域化による財政措置（緊急防災・減災事業債）を活用し、

岩沼消防署放水塔付き消防ポンプ自動車、亘理消防署小型動力ポンプ

付き水槽車及び亘理消防署資機材搬送車を購入した。 

 

（１） 消防職員の研修状況 

ア 宮城県消防学校入校 

 消防業務に必要な知識を段階的に習得するための教育を受

講した。 

 

 

イ 消防大学校入校 

 救急隊長等に対し、高度の知識及び能力を総合的に修得さ

せるとともに、指導救命士としての資質を向上させるための

教育を受講した。 

教育課程  入校者数  

専科教育  救急科（第８２期） １人 

 

ウ 救急救命士研修 

救急救命士は、常に一定水準以上の高度な救急技術を求め

られている。今年度はコロナ禍により大半の研修は中止され

たが、新たに処置拡大として認可されたビデオ喉頭鏡の研修

を受講する等、より高水準かつ新しい技術の習得に努めた。

(３回、３名) 

 

エ 救命救急研修所入所 

国家試験資格である救急救命士を養成するため、救急救命

東京研修所にて研修を受講させ、資格取得を成した。 

研修機関  教育訓練種別  入校者数  

救急救命東京研修所  救急救命士新規養成課程（後期） １人 

 

 

 

 

 

教育訓練種別  入校者数  

初任総合教育（総合第２４期） ６人 

幹部教育  初級幹部科（第３５期） １人 

専科教育  
危険物科（第６期） １人 

予防査察科（第９期） １人 

特別養育  救命士処置拡大講習  ２人 

４款 

消防費 

   1,156,258 

 

 

 

 

１ 消防事務 

の状況 

1,156,258 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

オ 救急救命士の病院研修 

住民への質の高い病院前救護を提供するため、救急救命士

として必要な救急医療の知識、技術の維持・向上を目的に、指

定医療機関で研修を受けた。 

 

 

 

 

（２） 消防職員の資格取得状況 

消防業務に必要とされる、各種資格の取得に努めた。 

資格種別 取得者数 

救急救命士 １人 

二級小型船舶操縦士 ２人 

小型移動式クレーン運転技能講習 １人 

玉掛け技能講習 １人 

酸欠・硫化水素危険作業主任者技能講習 １人 

大型自動車運転免許 ３人 

予防技術資格者 ２人 

 

 

（３） 消防職員の訓練状況 

ア 身近な災害対応への訓練 

消防を取り巻く社会情勢の変化に伴い、火災はもとより、交

通事故、水難事故、特殊災害等の災害の形態も複雑多様化し、

従来の消防活動に加えて、新たな知識、資機材及び消防戦略が

必要となっている。これらの災害を想定し、小隊単位、署単位

で警防・救助・救急訓練を計画的に実施した。 

 

イ 大規模災害に備えた訓練 

大規模災害発生時の応援及び受援体制等の各種訓練につい

てはコロナ禍により大半が中止となったが、本組合の非常災

害消防訓練は例年どおり実施し、災害対応力の維持に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定医療機関  人数  

仙台市救急ステーション ２人 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 消防の諸活動 

ア 警防活動の状況 

(ア)  火災出動 

火災出動件数は２７件で、前年度より３件増加した。 

火災による損害額は、令和２年４月に岩沼市で発生した

大型倉庫火災の被害が甚大であり合計５，７６６，３３７

千円にのぼった。 

 

(イ) 警戒出動 

警戒出動件数は５７件で、前年度より１１件減少した。 

 交通事故等における危険物漏えいや強風・大雨等の自

然災害により人命に危険が予想されるときに被害の拡大

防止のために出動した。 

 

 

 

 

名  称 月 日 参加者数  実施主体 

非常災害消防訓練   ６月１４日 １０７人 亘理地区行政事務組合 

水防技術講習会   ７月１８日  １１人 
名取川・阿武隈川下流 

洪水予報・水防・災害 

情報連絡会 

緊急消防援助隊北海道

東北ブロック合同訓練 
１０月 ３日 １３人 宮城県・大崎市 

山元町総合防災訓練 １０月２５日   ４人 山元町 

岩沼市総合防災訓練 中止 - 岩沼市 

亘理町総合防災訓練 中止 - 亘理町 

県消防救助技術指導会 中止 - 県消防長会 

県消防協会亘理地区  

支部水防訓練 
中止 - 

県消防協会 

亘理地区支部 

阿武隈川左岸水防工

法訓練 
中止 - 

阿武隈川左岸水害予防 

組合 

火災の種別  
出 動 件 数 

増減  Ｒ２年度の主な出火原因  
Ｒ２年度  Ｒ元年度  

建物火災 １４ １０ ４ たばこ、放火、たき火  

車両火災 ２ ５ △３ 放火  

林野火災 ０ ０ ０  

そ の 他 １１ ９ ２ 火入れ、たき火  

計 ２７ ２４ ３  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

(ウ) 偵察出動 

   偵察出動件数は１０６件で、前年度より５４件増加し

た。 

火災と紛らわしい火煙の発見又は通報により、その真

偽を確認するために出動した。 

 

(エ) 地水利調査 

地水利調査は、消防活動に重要な意義をもつものである

ことから、毎月計画的に管内の地理、消火栓、防火水槽、

河川、池、沼等を実際に調査し、現状把握に努めた。 

 

イ 救急・救助活動の状況 

(ア) 救急出動 

救急出動件数は３，９９１件で、前年度より２２８件減

少した。 

 

①  救急出動及び搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事故の種別         （単位：件） 

区 分 Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

急 病 ２，４７５ ２，６６６ △１９１ 

一般負傷 ５０４ ４９４ １０ 

転 院 ６３２ ６９４ △６２ 

交通事故 ２３３ ２４１ △８ 

そ の 他 １４７ １２４ ２３ 

計 ３，９９１ ４，２１９ △２２８ 

           

③  地域別医療機関搬送人員              （単位：人） 

区  分 Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

管
内 

岩 沼 市 １，４６７ １，６５６ △１８９ 

亘理・山元町 ２７７ ３７７ △１００ 

小  計 １，７４４ ２，０３３ △２８９ 

管 

外 

仙 台 市 １，６２９ １，５１８ １１１ 

名 取 市 ６５ ８５ △２０ 

そ の 他 ２４４ ２８６ △４２ 

小  計 １，９３８ １，８８９ ４９ 

合   計 ３，６８２ ３，９２２ △２４０ 

区 分 
Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

岩 沼 市 １，９６２ １，８２２ ２，０６４ １，９６５ △１０２ △１４３ 

亘 理 町 １，３６２ １，２３５ １，４２７ １，２７８ △６５ △４３ 

山 元 町 ６５７ ６１６ ７１３ ６６９ △５６ △５３ 

管  外 １０ ９ １５ １０ △５ △１ 

計 ３，９９１ ３，６８２ ４，２１９ ３，９２２ △２２８ △２４０ 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

(イ) 救助出動 

救助出動件数は５０件で、前年度より７件増加した。 

 

 

ウ  応急手当等の指導 

コロナ禍により開催を自粛した期間があり、受講者数は大

幅に減少した。 

 

 

 

 

 

 

エ ドクターヘリの運用状況 

宮城県ドクターヘリでの救急搬送件数は、３２件となり、 

前年度より２件増加した。  

急病、交通事故等で生命の危険が切迫している傷病者に救急

の専門医師及び看護師が救急現場で早期治療を開始できるこ

とから救急救命に大きく寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

火 災 １ １ １ １ ０ ０ 

交通事故 ２４ １７ ２３ １２ １ ５ 

水難事故 １ １ ２ ２ △１ △１ 

風水害等自然災害事故 １ １ １ １ ０ ０ 

機 械 に よ る 事 故 ３ ２ ４ １ △１ １ 

建 物 等 に よ る 事 故 １３ １０ ２ １ １１ ９ 

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 ２ ３ ２ ２ ０ １ 

そ の 他 ５ ３ ８ ５ △３ △２ 

計 ５０ ３８ ４３ ２５ ７ １３ 

区 分 
Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 

普通救命講習会 ２８ ２１５ ７０ ７９８ △４２ △５８３ 

上級救命講習会 １ ３ ３ ３２ △２ △２９ 

一般救命講習会 ２４ ５１３ ９５ ２，８８０ △７１ △２，３６７ 

計 ５３ ７３１ １６８ ３，７１０ △１１５ △２，９７９ 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（５） 予防活動の状況 

平成３０年４月１日より違反対象物の公表制度が開始された

ことに伴い、違反対象物の立入検査を重点的に実施し、是正に努

めた。また、住宅用火災警報器の設置、維持管理、更新時期等に

ついて、各市町広報紙、ホームページへの掲載、啓発用チラシを

配布する等により普及促進活動に取り組んだ。 

 

ア 防火対象物等の査察状況 

学校・工場・病院等の防火対象物及び危険物施設を立入検査

し、災害発生防止の指導を行った。  

 

イ  建築確認同意事務の状況 

消防法第７条による建築確認同意について、消防法令に基づ

き審査を行い、適正な処理を行った。 

 

 

ウ 危険物取扱事務の状況 

危険物の規制に関する関係法令等の規定に基づき、書類審

査及び施設検査を行った。                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 予防広報活動 

火災予防運動期間中に婦人防火クラブ員による巡回広報を

実施、また、防火チラシの配布等の街頭広報についてはコロナ

禍により中止した。 

 

 

 

  （単位：件） 

区 分 
Ｒ２年度 

施設総数 

立入検査実施件数 

Ｒ２年度 Ｒ元年度 増 減 

防火対象物 １，９９１ ４８２ ８４９ △３６７ 

危険物施設 ３６９ １６０ １２８ ３２ 

計 ２，３６０ ６４２ ９７７ △３３５ 

   （単位：件） 

区 分 Ｒ２年度  Ｒ元年度  増 減 

建築確認同意 １０３ １２４ △２１ 

   （単位：件） 

区 分 Ｒ２年度  Ｒ元年度  増 減 

設置及び変更許可  ３５ １８ １７ 

完成検査及び水張検査  ３３ ２０ １３ 

仮使用承認  ２４ １０ １４ 

計 ９２ ４８ ４４ 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

オ 各地区防災安全協会事務局 

岩沼市及び亘理郡内の危険物取扱事業所、防火管理者を有

する事業所並びに高圧ガスを取扱う事業所を会員とする組織

の事務を行っている。 

年間事業として、防火講習会、視察研修、救命講習会、防火

広報活動（防火キャラバン、航空機広報及びポスター配布）、

防災情報の提供等を行った。 

 

 

 

 

 

カ 各地区婦人防火クラブ事務局 

岩沼市婦人防火クラブ連絡協議会、亘理町婦人防火クラブ

連合会及び山元町婦人防火クラブ連合会の事務を行っている。 

各地区婦人防火クラブでは、各婦人防火クラブの健全な育

成、防火防災思想の普及を進め、安全で住みよい地域づくりを

目指し活動を行った。 

 

キ 幼年消防クラブの育成指導 

管内の幼年消防クラブ１５団体に対して、防火講話、防火映

画の上映、避難訓練等を行い、防火意識の高揚を図りクラブ員

の育成指導に努めた。 

 

 

（６） 消防団への訓練指導  

地域の暮らしの安全を守るうえで、非常に重要な役割を果たしてい

る消防団の組織力の維持・向上に資するよう、訓練指導を行った。  

 

区  分 
岩沼市消防団  亘理町消防団  山元町消防団  

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

小型ポンプ操法  ０ ０ ６ ８３ ０ ０ 

自動車ポンプ操法  ０ ０ ２ １５ ０ ０ 

初任団員訓練  

（仙台南消連協） 
中止  - 中止 - 中止  - 

礼式訓練（幹部） ０ ０ ０ ０ ２ ８６ 

計 ０ ０ ８ ９８ ２ ８６ 

 
 

 

区 分 
Ｒ２年度  Ｒ元年度  増  減  

事業所数  事業所数  事業所数  

防災安全協会  ３９４  ４０３  △９  

区 分 
Ｒ２年度  Ｒ元年度  増  減  

団体数  会員数  団体数  会員数  団体数  会員数  

地区防火クラブ ８５ １４，２９７ ８９ １４，９５２ △４ △６５５ 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（７） 県移譲事務の状況 

「火薬類取締法」及び「液化石油ガスの保安の確保及び取引 

の適正化に関する法律」に係る権限移譲事務を次のとおり処理

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 消防施設等の整備 

ア 消防資機材等の整備 

近年、災害や事故の多様化及び大規模化、住民ニーズの多様

化及び消防情勢の変化に的確に対応できるよう、消防資機材等

の整備を行った。 

消防車両更新事業では、岩沼消防署にバスケットを搭載した

放水塔付き消防ポンプ自動車、亘理消防署に無水利地区での災

害に対応可能な小型動力ポンプ付き水槽車及び、あらゆる資機

材の搬送を目的とした資機材搬送車を配備し、消防力の充実強

化を図った。 

 

（ア） 岩沼消防署放水塔付き消防ポンプ自動車 

主要諸元 

車両全長  ７，４８０ｍｍ 乗車定員  ５人 

車両全幅  ２，３３０ｍｍ ポンプ性能  消防検定Ａ－２級  

車両全高  ３，０７０ｍｍ 駆動方式  低床式二輪駆動  

車両総重量  １２，２０５㎏ 変速方式  Ａ／Ｔ 

エンジン ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 
外装  

バケット付き伸縮式

放水塔（１３．７ｍ） 総排気量  ５，１２０㏄ 

最大出力  ２４０㎰ エアバック装置 運転席  

 

 

 

 

 

 

  （単位：件） 

区     分 Ｒ２年度  Ｒ元年度  増 減 

火薬類に係る事務  ６ ６ ０ 

液化石油ガスに関する事務  ５ ２ ３ 

計 １１ ８ ３ 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（イ） 亘理消防署小型動力ポンプ付き水槽車  

主要諸元  

車両全長  ８，６９０ｍｍ 乗車定員  ３人 

車両全幅  ２，４９０ｍｍ ポンプ性能  消防検定 B－２級  

車両全高  ３，０２０ｍｍ 駆動方式  後輪二軸駆動  

車両総重量  １９，９４５㎏ 変速方式  Ａ／Ｔ 

エンジン ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 
外装  

シングルキャブ、 

丸型１０トン水槽  総排気量  ７，７９０㏄ 

最大出力  ２６０㎰ エアバック装置 運転席  

 

（ウ） 亘理消防署資機材搬送車  

主要諸元  

車両全長  ６，３２０ｍｍ 乗車定員  ３人 

車両全幅  ２，２００ｍｍ 駆動方式  低床式四輪駆動  

車両全高  ３，０６０ｍｍ 変速方式  Ａ／Ｔ 

車両総重量  ６，８４５㎏ 
外装  

シングルキャブ、 

パワーゲート付き エンジン ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 

総排気量  ２，９９０㏄ 
エアバック装置 運転席  

最大出力  １５０㎰ 

 

（９）主な支出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：円） 

消防職員用被服  ５，４７１，０１０ 

岩沼消防署放水塔付き消防ポンプ自動車  ９０，２００，０００ 

亘理消防署小型動力ポンプ付き水槽車  ６１，６００，０００ 

亘理消防署資機材搬送車  １８，８１０，０００ 

消防デジタル無線及び通信回線利用経費  ５，８７３，７９３ 

除細動器保守点検業務委託料  ３７６，４２０ 

消防指令システム・デジタル無線保守点検料  ３，４５４，０００ 

高所監視カメラ設備撤去業務委託料  ５７２,０００ 

山火事防止標識設置業務委託事業  ２３９，８００ 

消防・救急体制資器材費（オリンピック資器材等） ４３８，２６２ 

消防用ホース （  ６２本） ２，１８９，８８０ 

防火服クリーニング料  ６１３，３６０ 

救急搬送情報共有システム負担金  ６００，８９７ 



 

 


